
回

覧

1童

難
|■|||■||

●県内初!「国際理解X防災」のテーマで留学生と交流

●いつ起こるかわからない災害に備えて…災害訓練に参加しています

●三度と従軍看護師が必要となる日が来ることがないように・00

●青少年赤十字を知つていますか?

オリジナルぬいぐるみが当たるアンケート実施中!
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日田市での災害訓練の様子
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大分県支部



「国際理解×防災Jのテーマで留学生と交流
6月 18日 (日 )、 30歳以下の学生、社会人らで構成される大分県青年赤十字奉仕団が企画し、県内の留学

生や日本人学生を対象に初めて防災セミナーを開催しました。

人□に占める留学生の害」合が全国でも上位の大分県では、留学生も防災・減災について学び、災害に備

えることが必要です。

今回のセミナーでは留学生4名、学生 10名、奉仕団員10名が参力□し、「やさしい日本語」を使用して避難

時の情報収集の方法等をグルづ ワークで考えたり、∧EDを用いた一次救命処置の講習や日赤の救護資機

材や車両に触れてもらうなど、交流・体験を通して災害への備えを学びました。

防災セミナー。大分県青年赤十字奉仕団等にご興味のある方は、お気軽に当支部へご連絡ください。

日本赤十字社大分県支部事業推進課/097-534-2237
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6月 4日 (日 )、大雨・土砂災害を想定した日田市での合同防災訓練に参加し、行政。医療機関t防災関係機関
などとめ連携強化を図りました。                   ‐   ‐
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巨]クレジットカードで寄付
Webサイトからの登録により、クレジットカードでご寄付いただけます。
ご寄付の方法は毎年・毎月・今回のみからお選びいただけます。

巨]垂『便局(ゆうちよ銀行)からの送金

日 銀行からの送金

巨]地域の赤十字窓口で

お住いの市町村窓口でも、赤十字活動資金を募集しています。

ご自宅に居ながら寄付できる、クレジットでのご協力が便利です

詳細はこちら
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青少年赤十字 (」 u∩ lor Red⊂ ross、 以下JRC)は 、児童。生徒が赤十字の精神に基づき、やさしさゃ思い

やりの心を育むことを目的として、さまざまな活動を学校教育の中で展開しています。

大分県内では269校 (園 )の幼稚園・保育所や学校が」R⊂に力□盟し、地域での奉仕活動やいのちの大切

さを学ぶ活動などを行つており、毎年20校 (園 )を JR⊂活動推進校 (園 )として指定し、」R⊂の実践目標であ

る「健康・安全」「奉仕」「国際理解。親善」、態度目標である「気づき」「考え」「実行する」に基づく活動に対し

て、助成金を交付しています。
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いる地域の方に感謝の気持ち―を込めてプレゼント

しました。    ■ |
また、小学校周辺の老人ホームには学校で育てた

お花と児童が書いたお手紙をお届けしました。  |
助成金は、ひょうたんを栽1培|す

|る ための苗や

ネット、お花のプランタ‐の購入に使ゎれましたし

朝の時間を利用して、生徒会役員を中心に募金活

動を行いました。生徒や保護者く教職員に、国内外で

発生した災害救援金や海外たすけあい募金への協

力を呼びかけました。|

また、夏休み期間に生徒全員で島の海岸清掃を行

いました。この海岸清掃は、小学生や地域の方と活

動することで地域の輪も広げることができました8‐

助成金は、募金箱作成のための文房具や清掃活動

のための清掃用具の購入に使われました。   ‐
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詳細はホTムページをご覧ください。
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1回献血量
600mL以下

(循環血液量の12%以内)

400mL 200mL

年||1齢 F 18歳～69歳
男性18歳～69歳

女性18歳～54歳
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16歳～69歳
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皆様のご意昇をo待うしています9

①お名前・郵便番号 。ご住所 。年齢

②本誌を読まれた場所 (地区など)

③本誌へのご意見 。ご感想

④今後掲載してほしい内容
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■郵使‐||〒 8フ010033

|■蘇慕緊兵艤 |‐豫轟■■
「日赤おおいた」59号アンケ■卜係■■|

FAX (097)533-6フ 95    111111111‐ |||‐

※記念品当澤者の発表は、発送をもうて代えさせ

|ていた.だきますよ|| |
癬

ヒー■口■と■
1緒
に応急手当を1学ぼう.!1

大分市千代町 2丁目3番31号

丁EL(097)534-2236・ FAX(097)533-6795
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日赤大分  霊書箸ρ辮 &鍵案蓬懸ずよ

ホ‐ムペ■ジIYolTubeで公開中1

第3話
「 着衣泳`陸上からの救助編」公開申!

クロスレツドの

動画はこちらから !




